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八
戸
児
童
作
品
展

八
戸
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ラ
ピ
ア

10
月
15
〜
16
日

八戸市での作品展（小屋敷孝実行委員長）に
は、913点の応募があった。今回特別に設けられ
た「震災復興賞」は、絵画「強そうな声よし鳥」、
書写「親切」が受賞した。

久
慈
地
区
児
童
作
品
展

久
慈
市
立
中
央
公
民
館

10
月
15
〜
16
日

久慈地区の作品展（谷所邦三実行委員長）で
は、久慈市や野田村などの児童の絵画118点が
展示された。表彰式には、地元小学校長をはじ
め、多数の市民が訪れた。

宮
古
・
下
閉
伊
地
区
児
童
作
品
展

宮
古
市
中
央
公
民
館
分
館

９
月
24
〜
25
日

宮古市や山田町など、宮古・下閉伊（しもへ
い）地区の作品展（千葉胤嗣実行委員長）では、絵
画445点が展示された。表彰式には、山本正徳宮
古市長ら多数が訪れた。

気
仙
地
区
児
童
作
品
展

南
三
陸
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ン
リ
ア

10
月
８
〜
10
日

大船渡市や陸前高田市、住田町の気仙地区展（佐々
木忠和実行委員長）では、絵画、書写合わせて902点
の応募があった。全国展審査員の遠藤友麗・女子美
術大学客員教授の復興支援特別講演も行われた。

県
北
児
童
作
品
展

栗
原
文
化
会
館

10
月
22
〜
23
日

大崎市、栗原市、登米市の宮城県北の作品展（髙橋
清美実行委員長）には、1,022点の絵画、書写作品が
寄せられた。小野寺五典衆議院議員をはじめ、多くの
市民が来場した。

気
仙
沼
児
童
作
品
展

気
仙
沼
市
松
岩
公
民
館

12
月
３
〜
４
日

気仙沼市、南三陸町の気仙沼作品展（小松泰子実
行委員長）には、絵画、書写合わせて562点の応募があ
った。10月には、同展の入賞作品が秋田県での「全国
児童作品展復興支援巡回展」でも展示された。

東日本大震災被災地でMOA美術館児童作品展
子どもたちの明るい作品が地域の復興を後押し
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応
募
総
数
が
44
万
点
を
超
え
、
質
量
共
に
国
内
最

高
レ
ベ
ル
と
称
さ
れ
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作

品
展
の
地
方
展
が
国
内
外
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
を
は
じ
め
と
す
る
各
県
で
は
、

津
波
に
よ
っ
て
昨
年
ま
で
使
用
し
て
い
た
開
催
会
場

が
喪
失
し
た
り
、
地
元
の
企
業
や
市
民
が
被
災
し
た

た
め
に
運
営
を
支
え
る
協
賛
金
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

当
地
の
実
行
委
員
会
の
尽
力
と
、全
国
各
地
の
実
行
委

員
会
や
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
な
ど
の
支
援
に
よ
り
、
不
自

由
な
中
に
あ
っ
て
も
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
、
福
島
県
相
馬
市
、
岩
手
県
釜

石
・
遠
野
・
大
槌
地
区
で
の
作
品
展
の
様
子
を
主
に

紹
介
し
ま
す
。

子どもたちの明るい作品が地域の復興を後押し子どもたちの明るい作品が地域の復興を後押し
東日本大震災被災地でＭＯＡ美術館児童作品展東日本大震災被災地でＭＯＡ美術館児童作品展
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11
月
３
日
、
福
島
県
の
相
馬
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
14
回

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
相
馬
市
児
童
作
品
展
（
荒

秀
一
実
行
委
員
長
）。
民
家
を
の
み
込
み
、

５
０
０
人
を
超
え
る
人
の
命
を
奪
い
、
今

も
深
い
爪
跡
を
残
す
大
津
波
、
そ
し
て
放

射
能
問
題
が
市
民
生
活
に
大
き
な
影
を
落

と
す
中
、
実
行
委
員
会
の
「
子
ど
も
た
ち

を
励
ま
し
た
い
。
市
民
の
力
に
な
り
た

い
」
と
の
熱
い
思
い
で
開
催
さ
れ
た
。

応
募
数
は
過
去
最
多
の
５
９
６
点
。
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
や
、
放
射

能
対
策
で
屋
内
退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

北
海
道
や
沖
縄
な
ど
、
夏
休
み
に
一
時
避

難
し
た
地
で
の
思
い
出
を
描
い
た
作
品
な

ど
が
、
感
想
文
と
共
に
展
示
さ
れ
た
。

小
学
２
年
生
が
描
い
た
「
ド
リ
ー
ム
ト

レ
イ
ン
」
に
は
「
つ
な
み
で
し
ん
だ
じ
い

ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
も
う
と
の
○

○
、
ペ
ッ
ト
た
ち
は
ほ
し
に
な
っ
た
と
マ

マ
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
ぼ
く

が
う
ん
て
ん
す
る
空
と
ぶ
で
ん
し
ゃ
で
あ

い
に
行
く
ん
だ
」、
小
学
３
年
生
の
作
品

に
は
「
ほ
う
し
ゃ
の
う
を
す
い
と
っ
て
く

れ
る
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
い
っ
ぱ
い
か
き
ま
し

た
」、
未
来
の
海
の
様
子
を
描
い
た
小
学

４
年
生
の
作
品
に
は
「
震
災
で
相
馬
の
海

も
じ
ん
大
な
ひ
が
い
を
受
け
ま
し
た
。
し

ょ
う
ら
い
は
キ
レ
イ
な
魚
達
が
た
く
さ
ん

住
む
海
に
し
た
い
で
す
」
な
ど
、
絵
に
込

め
ら
れ
た
児
童
の
思
い
が
見
る
人
の
胸
を

打
つ
。

そ
し
て
、
力
作
一
点
一
点
を
じ
っ
く
り

見
つ
め
る
立
谷
秀
清
相
馬
市
長
を
は
じ

め
、
各
小
学
校
の
校
長
、
受
賞
し
た
児
童

や
保
護
者
、
市
民
一
人
一
人
に
、
晴
れ
晴

れ
と
し
た
笑
顔
が
生
ま
れ
て
い
く
。

「
自
宅
周
囲
は
津
波
に
の
ま
れ
、
そ
の

後
は
放
射
能
の
影
響
で
外
に
も
行
け
な
い

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
生
懸
命
に
描
い

て
い
た
娘
。
私
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
」

「
災
害
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
、
明
る

く
、
力
強
く
、
伸
び
伸
び
と
表
現
さ
れ
た

も
の
が
多
く
、
大
変
う
れ
し
く
、
ま
た
感

動
し
ま
し
た
」

子
ど
も
た
ち
の
感
性
豊
か
な
明
る
い
作

品
一
つ
一
つ
が
、
市
民
の
心
の
復
興
を
後

押
し
し
て
い
る
。

東日本大震災被災地でＭＯＡ美術館児童作品展 子どもたちの明るい作品が地域の復興を後押し

福島県相馬市

ＭＯＡ美術館相馬市児童作品展

津波・放射能被害の中、
過去最多の596点集まる
復興のシンボル「ヒマワリ」などが胸を打つ

感性豊かな作品に復興への手応え
相馬市長　立谷　秀清

大震災では多くの市民が犠牲になり、海岸付
近は壊滅状態、原発事故により生活への不安も
ある状態です。私たちは、地域の復興と同時に、
子どもたちの育成に責任を負っていますが、今
日の作品を見て、復興への手応えと力強さを感
じました。写実力も大事ですが、それを発揮する
豊かな情操、感性が感じられました。その培いが
大切だと思うのです。絵を描くことは、子どもた
ちの心のケア、その心の成長を後押しするもの
でしょう。

大変な中にあっても開催に尽力くださった関
係者の皆さんには、心から感謝しています。

表彰式で立谷相馬市長
が、感性豊かな作品をか
いた子どもたちをたた
えた

児童の作品

11
月
６
日
、
実
行
委
員
会
の
尽
力
で
実

現
し
た
第
12
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
釜
石
・
遠

野
・
大
槌
地
区
児
童
作
品
展
（
岩
井
利
男

実
行
委
員
長
）。
死
者
・
行
方
不
明
者
が

２
千
人
を
超
す
な
ど
、
沿
岸
に
近
い
所
ほ

ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
釜
石
市
や
大

槌
町
で
は
、
仮
設
住
宅
で
の
被
災
者
の
孤

独
感
、
仕
事
や
生
活
再
建
へ
の
不
安
か
ら

く
る
う
つ
や
自
殺
者
の
増
加
な
ど
が
懸
念

さ
れ
、
心
の
ケ
ア
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
同
作
品
展
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
作
品
か
ら
喜
び
や
感
動
、

希
望
と
勇
気
を
得
て
も
ら
い
た
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
。

昨
年
ま
で
の
作
品
展
会
場
が
被
災
し
た

た
め
、
今
年
は
内
陸
地
に
あ
る
釜
石
市
野

田
集
会
所
で
開
催
。
応
募
作
品
３
０
９
点

の
う
ち
、
受
賞
作
品
50
点
の
展
示
と
な
っ

た
。
被
害
が
大
き
か
っ
た
釜
石
市
沿
岸
部

の
鵜
住
居
地
域
か
ら
は
17
作
品
が
受
賞
。

鵜
住
居
小
学
校
の
前
川
育
緒
佳
さ
ん
（
小

６
）
は
、
ユ
リ
や
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
を
描
い

た
絵
手
紙
「
あ
り
が
と
う
」
で
銅
賞
を
受

賞
し
た
。

「
自
宅
が
津
波
で
流
さ
れ
て
避
難
所
に

い
た
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
食
料
や
物
を
届
け
て
も

ら
っ
て
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
少
し
で

も
感
謝
の
思
い
を
届
け
た
く
て
描
き
ま

し
た
」

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
を
前
に
、

保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
紙
の
告
知
記

事
を
見
て
訪
れ
た
地
域
住
民
な
ど
、
見
る

人
に
笑
顔
が
満
ち
て
い
く
。

「
自
宅
が
津
波
で
流
さ
れ
、
仮
設
住
宅

暮
ら
し
で
す
。
不
安
な
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
絵
に
励
ま
さ

れ
ま
し
た
」

「
毎
年
こ
の
作
品
展
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
例
年
に
比
べ
、
今
年
は
海
に
関

わ
る
絵
が
一
点
も
な
く
残
念
で
す
が
、
ど

の
作
品
も
明
る
く
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
て
安
心
し
ま

し
た
」

純
真
な
思
い
を
素
直
に
明
る
く
表
現
し

た
絵
画
作
品
。
そ
れ
は
、
間
違
い
な
く
見

る
人
の
心
を
癒
や
し
、
励
ま
し
、
勇
気
づ

け
て
い
る
。

岩手県釜石市

ＭＯＡ美術館釜石・遠野・大槌地区児童作品展

内陸の小さな公民館で実施
被災地支援への
感謝がこもる作品に訪れた人が勇気を得る

地域の復興の力にと願って
実行委員会事務局長　藤井 進

会場も流され、当初は、今年の開催は不可能
だと諦めていました。しかし、いつも参加して
くれる小学校から、子どもたちのためにも開催
してほしいと依頼を受け、実行委員会のみんな
で頑張りました。会場の確保や道具の手配、資
金の工面などのめどが立たず、諦めかけたこと
もありましたが、多くの方のご協力のもと、無
事開催できたことに心から感謝しています。規
模は昨年に比べとても小さなものですが、子ど
もたちの元気につながると共に、明るく伸びや
かな絵が、少しでも地域の復興の力になってく
れればと思います。

来場者の癒やしを願っ
て、いけ花体験コーナ
ーも設けられた

児童の作品


